
1.08 1.00前 年 度 比 1.25 0.75

8 8

単位あたり経費(円) 863,800 1,079,000 808,250 875,000 875,000

対 象 数 5 2 8

平成１９年度平成１８年度 平成２０年度
事業コスト(主たる事業) 4,319 2,158 6,466 7,000 7,000
年 度 平成１６年度 平成１７年度

９ 事業効率・・・活動単位当たりの事業効率

事業名
（主たる事業名）

農業用施設維持補修工事
対象名称
と単位

維持補修工事数

8,610 8,610

人 件 費 の 合 計 1,614

事業コスト合計 5,933 3,768 8,076

1,610 1,610

0 0

0 0

1,610 1,610

　その他の特定財源 0 0 0

受益者負担金 0 0 0

7,000 7,000

事 業 費 4,319 2,158

一 般 財 源 4,319 2,158 6,466

6,466

８ 事業費の推移                                                             〔単位：千円〕
年 度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

7,000 7,000

６ 事業概要

（１）事業の目的（何のために行うのか、またはもたらしたい成果） （２）対象（誰、何）

平成２０年度

（３）平成１８年度事業の内容（活動）・・・いつ、どのような方法で実施した内容（活動）なのか。
相模原幹線当麻地区水路維持補修工事ほか７箇所の維持補修工事を実施。

７ 関連事業・類似事業叉は他市の状況
　

施 策 名第３施策　農地の保全と農業基盤の整備

２ 実施根拠及び関連法令・条例・規則・要綱等
　

３ 個別計画の概要 概要

計画名 農道用施設維持補修工事
農業振興地域の農用地区域内において、農道、農
業用用水・排水路の維持補修工事を行う。

計画年次  年度～  年度

基 本 施 策 名

政 策 名第１章　立地特性を生かした産業の振興をめざします

農道等維持補修費

１ 総合計画における位置づけ 施 策 コ ー ド 31530

平成１９年度　事 務 事 業 評 価 表
記 入 年 月 日 記 入 者 連 絡 先 2734

経済部 課 名 農林課

予算上の事務事業名

平成19年4月9日

４ 事業形態の区分 ５　事業開始年度

課 長 名 宮崎孝司

事 務 事 業 名 農道用施設維持補修工事

平成１８年度部名

基 本 目 標

農業振興地域の農用地区域内の農道、農業用用・排水路の維持補修工事を行う。 農業者、市民

経済部 課 名 農林課 課 長 名 小峰幸夫平成１９年度部名

第５節　都市農業の振興

Ⅲ「躍動し　魅力あふれる交流拠点都市」をめざして

昭和63年以前

〔様式１〕

維持・管理・補修



(２) 事業所管課長による評価（今後の方向性） (３) 事業所管課長の評価に関する説明

現状維持

 ・拡充・充実 今後共、農業用施設維持補修費の軽減を図り、施設の延
命に努めていきたい。

 ・現状維持

・見直し

・廃止
・見直し

 ・廃止

(１) 局内評価会議による評価　(今後の方向性) (２) 二次評価コメント

現状維持

・拡充・充実  

・現状維持

農業用施設の延命策の検討。 各地区の環境保全向上対策の検討。

１６　二次評価

１４ 成果向上及び効率性を高めるための方策 １５ 課題として認識されたこと

★★★
〔★★★★〕：良好な状態を維持する事業
〔 ★★★ 〕：概ね良好な状況である事業
〔　★★　〕：見直しを行う必要がある事業
〔　 ★ 　〕：抜本的な見直し、休止、廃止を検討すべき事業

・市で実施する方が民間委託等をするより適している。
１３ 総合評価（一次評価）
(１) 自動判定結果

・事業の実施方法や実施体制は適正である。　
(４) 民間活力または市民協働の導入の可能性〔有・無〕

・業務の一部または全部について、民間で実施する方が適している。
・業務の一部または全部について、市民協働により推進する方が適している。
・業務の一部に民間委託を導入しているが、さらに民間委託を導入しても効果が見込めない。


